
 第 3学年 算数科学習指導案 

日 時 令和４年１０月１４日（金）公開授業Ⅰ 

場 所 ３年２組教室 

児 童 ３年２組 ３３名 

指導者 髙橋 真美 

１ 単元名   １１ まるい形を調べよう（東京書籍 3年上ｐ１２０～１３２） 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

    円や球については，第１学年第１２単元「かたちあそび」で，まるい形，ボールのような形として捉

えてきている。また，第２学年第１０単元「長方形と正方形」では，辺，面の形，直角といった図形を

構成する要素に着目して図形を捉えたり，弁別したりしてきている。これらの既習を基に円や球につい

て考察することになる。 

    本単元では，円や球を構成する要素や性質の理解の上に，コンパスの使い方についても理解し，それ

を用いる力を育てる。すなわち，図形を構成する要素に着目して構成の仕方について考える力，及び処

理しようとする態度を育てるということである。 

    また，円の作図や等しい長さを測り取ったり移したりするなどの活動を通して，コンパスの道具とし

ての機能について理解し，円のもつ美しさや機能にも触れていく。  

 

（２）児童について 

    本学級では，算数科に興味関心をもち意欲的に取り組む児童が多い。一方で，興味はあるが自分の力

で正答までたどり着くことが難しい児童もいる。また，自分の考えを活発に発言する児童もいる反面，

自信をもって発言することができずに遠慮している児童も 6人程度いる。 

    児童の中には，算数の問題で出される言葉の意味が分からず立式できずにいる児童や，問われている

ことに対して，自分なりの答えをノートに記述できない児童もいる。そのため，普段の授業の中で，分

からないことを素直に分からないと言ったり，お互いに助言し合ったりする「対話」が思考の手助けと

なるようにしてきた。そして，自分の考えの足跡を少しでもノートに記述できる環境づくりを心がけた。 

    レディネステストにおいて，既習の立体図形の弁別が正確にできたのは 15人程度，四角形や三角形

の名称を正確に答えることができたのは 3 人程度，未習の直径を求める問題を解くことができたのは

10人程度だった。 

 

（３）指導について 

    本単元では，身近な具体物を提示することで，算数科を実生活と関連付ける態度を育てていきたい。

また，球の中心，半径，直径については円の中心，半径，直径の学習も振り返りながら，相互に関連付

けられるよう具体物を示し，球を立体などにはさんで直径の長さを調べるなどの操作活動を多く取り入

れ体験的な学びを充実させる。そしてコンパスの使い方に注意するとともに，円をかくだけではなく等

しい長さを測り取ったり移したりすることができる道具として認識させ，円をかく活動とともに等しい

長さを測り取ったり移したりする活動を多く取り入れる。 

    単元を通して，手立て１では，形の共通点や便利さ，今まで気付かなかった用具の様々な機能に気付

かせるために，日常生活の事象に目を向けさせたり，身の回りの形に目を向けさせたりする発問を工夫

していく。手立て２では，ペアで話し合ったり全体で答えの検討をしたりしながら，どのように答えを



導きだしたのか自分の考えをこれまでに習得した算数用語を使って説明させ理解を深めたい。 

 

３ 単元の目標 

   円や球を構成する要素や性質について理解し，コンパスを用いた作図や等しい長さを測り取ったり移

したりすることができるようにするとともに，数学的表現を適切に活用して構成の仕方や身の回りのもの

を円や球として考える力を養い，図形をかいたり確かめたりする活動を振り返り，今後の生活や学習に活

用しようとしている。 

 

４ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に取り組む態度 

・ 円の中心や半径，直径につい

て，円に関連して球の直径など

を理解し，それらを活用してコ

ンパスで円をかいたり，等しい

長さを測り取ったり移したり

することができる。 

・ 円や球を構成する要素

に着目し，構成の仕方や

身の回りのものに図形の

性質がどのように活用さ

れているかについて考

え，説明している。 

・ 円や既習の図形の作図を基に模様を

かくなどの活動を通して，身の回りから

円や球を見付けたり，図形のもつ美しさ

に関心をもったりしたことを振り返り，

数理的な処理のよさに気付き今後の生

活や学習に活用しようとしている。 

 

５ 単元の指導計画と評価規準 

小単元 時 目標 指導・支援 評価 

円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 プロローグ 

 教科書Ｐ１２０の写真を提示し，身の回りにある図形について振り返る活動を通し

て，円や球の説明ができないことに気付かせ，円や球の構成の仕方や性質を捉えるとい

う単元の課題を設定する。 

イ 

 

◎  中心，半径の用語を知り， 

 円の構成の仕方や性質につ

いて理解する。 

 

 

手１：表現の引き出し 

→ かごを中心として長さが違うと不平等であること

に着目させ，かごまでの長さが等しくなるとよいこ

とに気付かせる。 

手２：表現の獲得・変換 

→ かごからの長さが等しくなるとまるい形になるこ

とに気付かせ，中心からの距離が平等であることを

確認する。 

2 ◎  中心，半径の用語を知り， 

円の構成の仕方や性質につ

いて理解する。 

 

 

手１：表現の引き出し 

→ 前時学習したことを振り返りながら，まるい形を

かく。 

手２：表現の獲得・変換 

→ 円，円の中心，半径の用語を知る。 

→ 円について半径という言葉を用いて説明したり，

ア 簡易コンパスを使っていろいろな大きさのまるい

形をかきましょう。 

かごからの長さが，同じになるようにならぶため

には，どのような線をかけばよいか考えましょう。 



 

円 

円の形をしたものを探したりする。 

3 ◎ 直径の意味や直径と半径の 

関係を理解する。 

 

 

手１：表現の引き出し 

→ 折ったり測ったりして試行錯誤させ，折ると端と

端がぴったり重なることに気付かせる。 

手２：表現の獲得・変換 

→ 実際に線を引かせ，直径とは円周から中心を通っ

た直線であることを実感させる。 

→ 半径や直径の意味に着目して円の中心の見付け方

を考え説明させる。 

ア 

4 

 

 

 

 

 

 

 

◎  コンパスを使って，円をか 

くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

手１：表現の引き出し 

→ もっと簡単にきれいな丸をかくことができないか

考えさせる。 

手２：表現の獲得・変換 

→ コンパスを使って作図したことを基にしながら，

きれいな円がかける理由を説明させる。 

ア 

5 

 

本 

時 

◎  コンパスは等しい長さを 

測り取ったり移したりする

ことができることを理解す

る。 

 

 

手１：表現の引き出し 

→ 問題をつかむ場面で，ものさしが使えないときに，

既習と比べてコンパスの有効な使い方を考えさせる

ことで学習意欲を高める。 

手２：表現の獲得・変換 

→ コンパスには，等しい長さの測り取りや移しがで

きることを理解し，手順や方法を可視化し言葉にし

て動作をする。 

ア 

ウ 

球 6 ◎ 球の特徴について理解す 

る。 

 

 

手１：表現の引き出し 

→ 身の回りの様々な円や球の形を確認し，平面の丸

や立体の球や楕円が存在することを認識させる。 

手２：表現の獲得・変換 

→ 球の特徴，球の中心，球の半径，球の直径を知り，

説明させる。 

ア 

ま 

と 

め 

7 

 

◎  数学的活動を通して，学習 

内容の理解を深め，円や球に

ついての性質を理解する。 

 

 

 

ア 

イ 

ウ 

 ボールのようなまるい形について調べましょう。 

 学習のまとめをしましょう。 

コンパスを使って半径５ｃｍの円をかきましょう。 

 円の中心の見付け方を考えましょう。 

 コンパスのわざをふやしましょう。 



8 

 

◎  学習内容の定着を確認す 

るとともに，数学的な見方・

考え方を振り返り価値付け

る。 

 

 

６ 本時の指導（５／８） 

（１）本時の目標 

   コンパスは等しい長さを測り取ったり移したりすることができることを理解する。 

 

（２）評価規準 

評価規準 概ね満足できる 支援を要する児童への手立て 

ア コンパスを用いて，等

しい長さを測り取ったり

移したりすることができ

る。 

 ものさしがなくても，コンパスを

用いて，等しい長さを測り取ったり

移したりして長さを比べられること

が分かる。 

 コンパスを用いて長さを比べる

手順を言語化したり，掲示したりし

て視覚化し理解を促す。 

 

（３）研究との関わり 

   手立て１：子どもたちの反応を予測し，表現を引き出すために 

・ 問題をつかむ場面で，ものさしが使えないときに，既習と比べてコンパスの有効な使い方

を考えさせることで学習意欲を高める。 

手立て２：表現方法の獲得・変換のために 

・ コンパスには，等しい長さを測り取ったり移したりすることができることを理解させる

ために，手順や方法を可視化し言葉にして動作をする。 

 

（４）展開 
段階 学習内容と活動 教師の働きかけ（＊）と評価（※） 

導

入 

 

５

分 

１ 問題場面を捉える。 

5 家からゆうびん局までと，ゆうびんポストまででは，ど

ちらが近いでしょうか。 

 

２ 本時の課題を焦点化する。 

 

 

 

 

＊手だて 1：表現の引き出し   

・ものさしが使えないときに，既

習と比べてコンパスの有効な使

い方を考えさせる。 

 

 

展 

開 

 

30 

分 

３ 学習の見通しをもつ。 

  正しく比べられるものの見当をつける。 

  ・コンパスの当て方をどうするか。 

  ・アを直線とみて考える。 

４ 課題を解決する。 

  コンパスを使ってアの長さをイに移し，長さを比べ

る。 

          （１）個人で解決 

          （２）ペアで解決 

            コンパスのはりを当てる位 

            置など相談する。 

５ 考えを出し，全体で検討する。 

  ・課題解決のために作業した手順をペアで発表する。 

・イにアを重ねる。 

 手順や重ねる方法を一緒に確認

する。 

 

・コンパスのはりをどの位置に当

てるか迷う児童の手助けのため

に，ペアで困り感を話したり，ア

ドバイスし合ったりと対話をさ

せる。 

 

・動画を撮影や電子黒板を活用

し，片方の児童が作業をし，もう

片方の児童がその手順を話す。 

○か  コンパスの技を増やそう。 

 



 

６ 本時のまとめをする。 

 

 

 

  

 

７ ｐ126の△6 △7 ｐ127の△8 の適用問題に取り組む。 

  △6 →○ウ○エ○オと 3つの直線のうち，もとになる直線を１

つに決めて比べる。 

 

  △7 →課題解決で取り組んだ方法で問題を解く。 

 

  △8 →①は，７と同じように問題を解く。 

    ②③④はペアで対話し，測り方や答え方を確認す

る。 

 

  ・課題解決のために作業した手順をペアで発表する。 

 

＊手だて：２ 表現の獲得 

・コンパスには，長さを移しとる

ことができることを理解し，そ

のよさを説明させる。 

 

・問題の解き方が分からないペア

に個別指導等の手助けをする。 

 

 

 

 

 

※円をかく以外の機能を可視化

し，コンパスを用いて，等しい長

さを測り取ったり移したりする

ことができる。（観察・ノート） 

終

末 

 

10 

分 

８ 学習の振り返りをする。 

  ・今日の学習で分かったこと,できたことについて振り

返る。 

 

９ 次時の学習を知る。 

 

・振り返りを発表させ,全体で共有 

する。 

 

・学級のボールを見せ，形の名前 

 があるか問う。 

 

（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

○ま  コンパスを使って長さをうつしとることがで

きる。→長さをくらべることができる。 

5 家からゆうびん局まで

と，ゆうびんポストま

ででは，どちらが近い

でしょうか。 

○か  コンパスのわざをふ

やそう。 

○ま  コンパスを使って長さをうつ

しとれる。→長さをくらべられ

る。 

 
 

○エ→○オ→○ウ  

 

 

 


